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　戦争や平和について詠んだ短歌コンクール「八月の歌」（主催：朝日新聞社、共催：
高山市、後援：高山市教育委員会）の受賞作品が決定しました。11回目を迎える
今年は、一般の部に 443首、中学・高校の部に 1,538首の応募があり、各部門5
首の優秀賞が選ばれました。
　なお、表彰式は 8月11日（日・祝）午後2時より、市役所地下市民ホールで開催
される「飛驒高山平和のつどい」の中で、行われます。
優秀賞【一般の部】  5首　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （敬称略、50音順） 
「オトウサンハ　モウオウマニハナレマセンガ･･･」知覧（ちらん）の遺書のあとは読めない
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出典は万葉集という令和　あらためて読む防人（さきもり）の歌
（埼玉県入間市） 忍

おし

足
だり

　良
よし

夫
お

紛争で敵国となりし者同士ジョークを交わす日本語教室
（三重県津市） 柘

つ

植
げ

　欽
きん

也
や

助けたい命のビザを二千通　千畝（ちうね）のペンは今も光りて
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優秀賞【中学・高校の部】  5首
糸満の空を見上げる七千本　向日葵（ひまわり）静かに犠牲者偲ぶ
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亡き友の衣類重ね着て耐え抜いた帰還兵の口数少なし
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原爆への思い語りて去る背中　昨年よりも小さくなりぬ
（岐阜県・高山市立荘川中３年） 水

みず

尻
しり

　心
こころ

願おうよ怖い戦（いくさ）の命令も号令もない令和の世界
（仙台市立吉成中２年） 横
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「八月の歌」 入賞作品 問合  協働推進課  ☎35-3412

原
爆
死
没
者
慰
霊
・
平
和
祈
念

の
黙
と
う
を

　

８
月
６
日
と
９
日
は
そ
れ
ぞ
れ
広
島
と
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
両
市
で
は
こ

の
日
に
平
和
式
典
を
開
催
し
、
原
爆
投
下
時
刻

の
６
日
午
前
８
時
15
分
、
９
日
午
前
11
時
２
分

に
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
は「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」で
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
式
典
の
様
子
は
テ
レ
ビ
な

ど
で
放
送
さ
れ
、
正
午
に
は
黙
と
う
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
や
職
場
な
ど
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
打
ち
鳴
ら
し

　

市
で
は
、
各
日
の
黙
と
う
の
時
刻
に
合
わ
せ
、

市
役
所
本
庁
前
の「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
を
打
ち

鳴
ら
し
ま
す
。
鉦
は
ど
な
た
で
も
打
ち
鳴
ら
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。
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２

飛
驒
印
刷
協
同
組
合

と
協
定
を
締
結

市
民
便
利
帳
を
共
同
発
行

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
と
飛

驒
印
刷
協
同
組
合
は
７
月
17
日
、「
高
山
市
市
民
便

利
帳
の
共
同
発
行
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

　

市
民
便
利
帳
は
市
役
所
の
各
種
手
続
き
や
、
く

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の

で
、
地
元
の
事
業
者
か
ら
広
告
を
募
集
し
製
作
し

ま
す
。

　

発
行
は
令
和
２
年
７
月
を
予
定
し
て
お
り
、
市

内
全
戸
に
配
布
す
る
ほ
か
、
転
入
者
へ
の
情
報
提

供
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
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野生イノシシの豚コレラ
感染が拡大しています
　市内で豚コレラに感染した野生イノ
シシが確認されました。
　豚コレラは、豚とイノシシの病気で
人間に感染することはありませんが、
人や車両、物資などにウイルスが付着
すると、感染が広がる恐れがあります。
　市民の皆さまには、以下の点に留意
していただき、ご協力をお願いします。
●不要不急の山林への立ち入りをご遠   
　慮ください
●死亡したイノシシを発見した場合
　は、絶対に触れたり周辺を歩き回っ
　たりせず、農務課または各支所基盤
　産業課にご連絡ください。発見日時、
　場所、頭数、大きさをお伺いします。
問合

 
農務課　☎35-3141

        （休日夜間は☎32-3333）
　　　広報ID 1010847

養豚農場を中心とした半径3km圏内に
ある林道出入口に消毒薬を散布してい
ます


